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はじめに 
本県の県有林におけるカラマツ人工林面積は全人工林面積の 46%を占めており、カラマツは県有林の主要樹種で

あります。しかし、本県のカラマツについては強度のデータが少なく、構造材として活用する上で障害となっていまし

た。そこで、本研究にて地域別のカラマツの生育特性と強度特性を調査しました。 

山梨県カラマツ林の地域別生育特性 
県有林のカラマツ主要生育地から、図1および表1に示す伐期に達した8箇所の施業班（小班）を試験地A～H、

（S全体）に設定し、その中に20m×20mの試験区を設け、カラマツの地域別生育特性を調査しました。表2に各試

験地に生育するカラマツの立木密度、胸高直径、樹高を示します。立木密度は試験地 A が最も低く 450 本/ha、試

験地Hが最も高く 850本/ha でした。 

表 1 試験地の概況  

図 1 試験地の設定箇所  

表 2 カラマツの立木密度、胸高直径、樹高  
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山梨県産カラマツの地域別強度特性 
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山梨県産カラマツ丸太の地域別強度特性 
上記8箇所の試験地において、各試験地でそれぞれの平均直径に近いカラマツ丸太を10本合計80本を伐採し、

1 番玉の丸太について「素材の日本農林規格」に準じ、縦振動ヤング係数の測定を行い、カラマツ丸太の域別強度

特性を調査しました。各試験地の丸太の各種測定値を表 3 に、縦振動ヤング係数の分布を図 2 に示します。縦振

動ヤング係数は試験地Bが最も高く平均13.9 GPa でした。試験地全体Sでは縦振動ヤング係数は平均11.9 GPa

で、最小 8.0 GPaから最大17.9 GPa まで分布していました。 

表3 丸太の各種測定値  

 

図 2 丸太の縦振動ヤング係数の分布 
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